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Abstract

Hermit crabs (Decapoda: Anomura: Paguroidea) are important components of shallow coastal ecosystems, yet 

their regional distributions along the Sea of Japan coast remain insufficiently documented. Based on field surveys 

conducted between 2021 and 2025 along the Noto Peninsula, Ishikawa Prefecture, we report new locality records 

of two hermit crab species. Two pagurid species, Pagurus quinquelineatus and Pag. nigrivittatus, are recorded 

from Ishikawa Prefecture for the first time, extending their known distributions along the Sea of Japan coast. 

Species identifications were confirmed using diagnostic external morphological characters consistent with original 

descriptions. In addition, several specimens of the Clibanarius virescens were collected after October 2025. 

Although previously recorded from Tsukumo Bay, this species was absent from recent surveys, suggesting a small 

or recently established population. The presence of large individuals indicates possible recent population 

expansion. These findings improve knowledge of hermit crab diversity on the Noto Peninsula and highlight the 

need for continued regional monitoring.

ははじじめめにに

海産の甲殻類のうち、十脚目の多くは幼生期から成体へと成長する過程で硬い外骨格を形成し、底生動物相

の中でも食物連鎖の上位に君臨する。一方で、ヤドカリ類の多くは脆弱な腹部を守るために、主に巻貝類の殻を

利用するユニークな生態を示す。ヤドカリ類は自身の体サイズに適した貝殻を常に確保せねばならず、他の種で

は見られない同種・異種間での貝殻を巡る資源競争も古くから研究対象となってきた（HAZLETT 1970; YOSHINO &

GOSHIMA, 2002; 吉野, 2021）。また、ヤドカリ類が利用する貝殻はその海域に生息する巻貝類相を反映することや、

ヤドカリ類の種や体サイズ、雌雄によっても貝殻の利用特性が異なることから（吉野, 2021）、各地域の様々な生息

環境でヤドカリ類の種間の利用貝殻に関する研究が行われてきた。さらに、ヤドカリ類の殻自体を生息場として利

用するイソギンチャク類や腹足類などの共生種の存在が明らかになり、ヤドカリ類の背負う貝殻の外部と内部で

様々な生態系が構築されている（吉川ら, 2019; YOSHIKAWA et al., 2025）。ヤドカリ類の貝殻への共生種に加えて、

ヤドカリ自身を生息場とする多くの寄生種の存在も知られており、中でも寄生性甲殻類としてフジツボ類と近縁で

ある根頭上目 Rhizocephala のフサフクロムシ科 Peltogasterellidae およびナガフクロムシ科 Peltogastridae と、等脚

目 Isopodaのエビヤドリムシ科Bopyridaeとカニヤドリムシ科Entoniscideが知られている（MCDERMOTT et al, 2010）。

このように、ヤドカリ類は殻を背負うことで外敵からの捕食に免れているだけでなく、殻を含めた同種内での資源競

争や、殻や自身を利用する共生／寄生者による複雑な生態系の足場として機能している。

2007 年時点で石川県から報告されているヤドカリ類はヤドカリ科とホンヤドカリ科に属する 25 種である（本尾,

2007）。近年、能登半島の浅海域ではヤドカリ類の調査やヤドカリ類を用いた様々な研究成果が報告されている。

例えば、能登町沿岸のホンヤドカリ Pagurus filholi や輪島市曽々木沖のトゲツノヤドカリ Diogenes edwardsii の貝

殻利用とその性差（荒川, 2022； 豊田・角田, 2025a）、トゲツノヤドカリの鉗脚に共生するイソギンチャク類がマダコ

Octopus sinensis からの捕食に対して極めて有効であることの証明（豊田・角田, 2024）、ホンヤドカリから日本海初

記録となるヤドカリノオジャマムシ Parathelges enoshimensis（エビヤドリムシ科等脚類）の発見（豊田ら, 2025）、そし

てトゲツノヤドカリから新しくキノコオハラヤドリ Athelges pileus が発見・記載された（SHINODA et al., in press）。本研

究では、新しく石川県から未報告だったホンヤドカリ科 2 種の発見と、これまで能登町の浅海域ではほとんど確認

されてこなかったイソヨコバサミ Clibanarius virescens が 2025 年 10 月以降に相次いで採集できたため今後の生息

域拡大の可能性も踏まえて報告する。
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Figure 1. Sampling sites: 石川県輪島市門前町深見 (a: Monzen), 石川県鳳珠郡能登町姫 (b: Hime), 石川県鳳

珠郡能登町小木 (c: Ogi), 石川県鳳珠郡能登町越坂 (d: NMC1), 石川県鳳珠郡能登町越坂 (e: NMC2),

石川県鳳珠郡能登町越坂 (f: NMC3), and 石川県鳳珠郡能登町越坂(g: NMC4), 石川県珠洲市片岩町(h: 

Suzu)、〒925-0166 石川県羽咋郡志賀町安部屋ロ（弁天島；i: Shika）

材材料料とと方方法法

2021 年から 2025 年にかけて、石川県鳳珠郡能登

町と石川県輪島市門前町、ならびに石川県珠洲市片

岩町の海岸において（Fig. 1）、徒手、タモ網、カゴ網

によりヤドカリ類を採集した。得られたヤドカリ類は外

部形態に基づいて種同定を行ない、体サイズとしてシ

ールド長（SL: Shield Length）をノギスにより 0.1 mm 単

位で計測した。採集個体の一部はのと海洋ふれあい

センターに登録・収蔵された。

結結果果とと考考察察

異異尾尾下下目目 Anomura MACLEAY, 1838

ヤヤドドカカリリ上上科科 Paguroidea LATREILLE, 1802

ホホンンヤヤドドカカリリ科科 Paguridae LATREILLE, 1802

ホホンンヤヤドドカカリリ属属 Pagurus FABRICIUS, 1775

ゴゴホホンンアアカカシシママホホンンヤヤドドカカリリ Pagurus quinquelineatus

KOMAI, 2003（（Fig. 2A））

NMCI-AR. 1155、オス 3 個体（SL: 1.2, 1.3, 2.5 mm）、

メス 1 個体（SL: 2.4 mm）、石川県鳳珠郡能登町姫

（37°17'47.5"N 137°12'52.2"E; Fig. 1b）、2025 年 10 月

7 日、京谷蒼馬採集。

検討標本では、額角が眼間葉に達しないこと、オス

の右鉗脚の腕節背側面に棘列を有することが確認さ

れた。さらに、第 2 胸脚指節の内側面には 5 個の棘が

一列に配列し、第 3 胸脚指節の内側面には 2 列の棘

列が認められたほか、同指節の腹面には 12 個の棘を

備えていた。また、歩脚前節には5本の縞模様が存在

し、生時には赤褐色を呈する点も観察された。これら

一連の形態的特徴は、KOMAI（2003）によるゴホンアカ

シマホンヤドカリ Pag. quinquelineatus の原記載と一致

することから本種に同定された。

本種は、国内の太平洋側では房総半島から伊豆半

島、伊豆大島にかけて分布することが知られている

（大澤, 2022）。一方、日本海側においては、島根県、

鳥取県、京都府および福井県（本尾, 2007；大澤,

2022）、さらに佐渡島（新潟県佐渡市）からも確認され

ている（梶本ら, 2026）。国外では、韓国の蔚珍郡およ

び鬱陵郡から報告されている（JUNG & KIM, 2017）。以

上の分布状況を踏まえると、本報告は石川県における

ゴホンアカシマホンヤドカリの初記録になる。
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Figure 2. ゴホンアカシマホンヤドカリ Pagurus quinquelineatus (A), クロシマホンヤドカリ Pagurus nigrivittatus (B), 

and イソヨコバサミ Clibanarius virescens (C). Scale bars: 5 mm.

ククロロシシママホホンンヤヤドドカカリリ Pagurus nigrivittatus KOMAI,

2003（（Fig. 2B））

NMCI-AR. 949、性不明1個体、利用貝殻：ニシキウ

ズガイ科の一種 Trochidae sp.、石川県鳳珠郡能登町

越坂（37°18'15.9"N 137°14'19.0"E; Fig. 1d）、2021 年 6

月 1 日、荒川裕亮採集。NMCI-AR. 1003、メス 2 個体

（SL: 2.2, 2.4 mm）、利用貝殻：コベルトカニモリ

Cerithium dialeucum、石川県鳳珠郡能登町越坂

（37°18'15.2"N 137°14'29.7"E; Fig. 1f）、2022 年 8 月 26

日、荒川裕亮採集。NMCI-AR. 1012、オス 1 個体（SL: 

3.0 mm）、利用貝殻：クリフレイシ Reishia luteostoma、

石 川 県 鳳 珠 郡 能 登 町 越 坂 （ 37°18'16.7"N 

137°14'31.0"E; Fig. 1g）、2023 年 5 月 4 日、荒川裕亮

採集。NMCI-AR. 1157、オス 1 個体（SL: 4.1 mm）、石

川県鳳珠郡能登町小木（37°18'11.7"N 137°14'04.7"E; 

Fig. 1c）、2025 年 2 月 16 日、豊田賢治採集。NMCI-

AR. 1146、オス 2 個体（SL: 3.0, 3.0 mm）、利用貝殻：

ムシロガイ科の一種 Nassariidae sp.、石川県輪島市門

前町深見（37°17'55.6"N 136°43'25.5"E; Fig. 1a）、2025

年 11 月 15 日、東出幸真・荒川裕亮採集。NMCI-AR. 

1162、オス 2 個体（SL: 3.0, 3.4 mm）、メス 4 個体（SL: 

2.5, 3.1, 3.6, 3.9 mm）、3 個体が抱卵（うち 1 個体が発

眼卵を抱卵）、利用貝殻：クボガイ属 Tegula spp.（殻が

破損のため同定不可）、 ヒメクボガイ Tegula nigerrima、

コベルトカニモリ Cerithium dialeucum、ニシキウズガイ

科の一種 Trochidae sp.、石川県珠洲市片岩町

（37°29'38.9"N 137°07'50.8"E; Fig. 1h）、2025 年 12 月

20 日、東出幸真・荒川裕亮採集。

検討標本では、第 3 胸脚指節の腹面には 6 個の棘

が認められた。また、左第 3 胸脚の指節および前節の

腹面に分布する棘はいずれも短く、歩脚前節には 3

本の縞模様が観察され、生時には暗褐色を呈してい

た。これらの形態的特徴は、KOMAI（2003）によるクロ

シマホンヤドカリ Pag. nigrivittatus の記載と一致するこ

とから本種に同定された。

本種は、国内の太平洋側では房総半島から九州に

かけて分布することが知られている（大澤, 2022）。一

方、日本海側においては島根県および福井県（本尾,

2007； 大澤, 2022）、さらに佐渡島（新潟県）からも確認

されている（梶本ら, 2026）。国外では、韓国鬱陵郡、

台湾北東部、ならびに澎湖諸島からの記録がある

（MCLAUGHLIN et al., 2007； JUNG et al., 2018）。以上の

分布状況を踏まえ、本報告は石川県におけるクロシマ

ホンヤドカリの初記録になる。

備備考考

本研究で石川県から始めて報告したゴホンアカシ

マホンヤドカリとクロシマホンヤドカリについては、フク

ロムシ類とエビヤドリムシ類の調査も精力的に行なわ

れてきたが、これまでにゴホンアカシマホンヤドカリか

らはフクロムシ類とエビヤドリムシ類の報告はない

（JUNG et al., 2019; YOSHIDA et al., 2014）。一方で、クロ

シマホンヤドカリについてはエビヤドリムシ類の記録

はないものの、ナガフクロムシ科 2 種（Peltogaster 

lineata と Pel. postica ）とフサフクロムシ科 1 種

（Peltogasterella gracilis）が国内から報告されており

（JUNG et al., 2019; YOSHIDA et al., 2014）、今後、能登

半島においてもこれらの寄生種の出現状況に注意を
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and イソヨコバサミ Clibanarius virescens (C). Scale bars: 5 mm.

ククロロシシママホホンンヤヤドドカカリリ Pagurus nigrivittatus KOMAI,

2003（（Fig. 2B））

NMCI-AR. 949、性不明1個体、利用貝殻：ニシキウ

ズガイ科の一種 Trochidae sp.、石川県鳳珠郡能登町

越坂（37°18'15.9"N 137°14'19.0"E; Fig. 1d）、2021 年 6

月 1 日、荒川裕亮採集。NMCI-AR. 1003、メス 2 個体

（SL: 2.2, 2.4 mm）、利用貝殻：コベルトカニモリ

Cerithium dialeucum、石川県鳳珠郡能登町越坂

（37°18'15.2"N 137°14'29.7"E; Fig. 1f）、2022 年 8 月 26

日、荒川裕亮採集。NMCI-AR. 1012、オス 1 個体（SL: 

3.0 mm）、利用貝殻：クリフレイシ Reishia luteostoma、

石 川 県 鳳 珠 郡 能 登 町 越 坂 （ 37°18'16.7"N 

137°14'31.0"E; Fig. 1g）、2023 年 5 月 4 日、荒川裕亮

採集。NMCI-AR. 1157、オス 1 個体（SL: 4.1 mm）、石

川県鳳珠郡能登町小木（37°18'11.7"N 137°14'04.7"E; 

Fig. 1c）、2025 年 2 月 16 日、豊田賢治採集。NMCI-

AR. 1146、オス 2 個体（SL: 3.0, 3.0 mm）、利用貝殻：

ムシロガイ科の一種 Nassariidae sp.、石川県輪島市門

前町深見（37°17'55.6"N 136°43'25.5"E; Fig. 1a）、2025

年 11 月 15 日、東出幸真・荒川裕亮採集。NMCI-AR. 

1162、オス 2 個体（SL: 3.0, 3.4 mm）、メス 4 個体（SL: 

2.5, 3.1, 3.6, 3.9 mm）、3 個体が抱卵（うち 1 個体が発

眼卵を抱卵）、利用貝殻：クボガイ属 Tegula spp.（殻が

破損のため同定不可）、 ヒメクボガイ Tegula nigerrima、

コベルトカニモリ Cerithium dialeucum、ニシキウズガイ

科の一種 Trochidae sp.、石川県珠洲市片岩町

（37°29'38.9"N 137°07'50.8"E; Fig. 1h）、2025 年 12 月

20 日、東出幸真・荒川裕亮採集。

検討標本では、第 3 胸脚指節の腹面には 6 個の棘

が認められた。また、左第 3 胸脚の指節および前節の

腹面に分布する棘はいずれも短く、歩脚前節には 3

本の縞模様が観察され、生時には暗褐色を呈してい

た。これらの形態的特徴は、KOMAI（2003）によるクロ

シマホンヤドカリ Pag. nigrivittatus の記載と一致するこ

とから本種に同定された。

本種は、国内の太平洋側では房総半島から九州に

かけて分布することが知られている（大澤, 2022）。一

方、日本海側においては島根県および福井県（本尾,

2007； 大澤, 2022）、さらに佐渡島（新潟県）からも確認

されている（梶本ら, 2026）。国外では、韓国鬱陵郡、

台湾北東部、ならびに澎湖諸島からの記録がある

（MCLAUGHLIN et al., 2007； JUNG et al., 2018）。以上の

分布状況を踏まえ、本報告は石川県におけるクロシマ

ホンヤドカリの初記録になる。

備備考考

本研究で石川県から始めて報告したゴホンアカシ

マホンヤドカリとクロシマホンヤドカリについては、フク

ロムシ類とエビヤドリムシ類の調査も精力的に行なわ

れてきたが、これまでにゴホンアカシマホンヤドカリか

らはフクロムシ類とエビヤドリムシ類の報告はない

（JUNG et al., 2019; YOSHIDA et al., 2014）。一方で、クロ

シマホンヤドカリについてはエビヤドリムシ類の記録

はないものの、ナガフクロムシ科 2 種（Peltogaster 

lineata と Pel. postica ）とフサフクロムシ科 1 種

（Peltogasterella gracilis）が国内から報告されており

（JUNG et al., 2019; YOSHIDA et al., 2014）、今後、能登

半島においてもこれらの寄生種の出現状況に注意を
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払う必要がある。

ヤヤドドカカリリ科科 Diogenidae ORTMANN, 1892

ヨヨココババササミミ属属 Clibanarius DANA, 1852

イイソソヨヨココババササミミ Clibanarius virescens (KRAUSS, 1843)

（（Fig. 2C））

NMCI-AR. 1144、オス 1 個体（SL: 6.3 mm）、利用貝

殻：オオコシダカガンガラ Omphalius pfeifferi、石川県

鳳珠郡能登町越坂（37°18'15.4"N 137°14'26.3"E; Fig. 

1e）、2025 年 10 月 23 日、出島一真・東出幸真・荒川

裕亮採集。NMCI-AR. 1145、オス 1 個体（SL: 6.9 mm）、

利用貝殻：クボガイ Chlorostoma lischkei、石川県鳳珠

郡能登町越坂（37°18'15.4"N 137°14'26.3"E ; Fig. 1e）、

2025 年 10 月 23 日、能登町立松波小学校 1–2 年生

の児童・東出幸真・荒川裕亮採集。NMCI-AR. 1156、

メス 1 個体（SL: 1.1 mm）、石川県鳳珠郡能登町小木

（37°18'11.7"N 137°14'04.7"E; Fig. 1c）、2025 年 10 月

8 日、京谷蒼馬・滝山直人・篠田晏希採集。採集記録

のみ、性別不明 2 個体、石川県輪島市門前町深見

（37°17'55.6"N 136°43'25.5"E; Fig. 1a）、2025 年 11 月

15 日、東出幸真・荒川裕亮採集。

左右ほぼ同大の小型の鉗脚を有すること、鉗脚の

先端および歩脚指節の基部と先端が暗緑色または暗

青色を呈しつつ黄色を帯びること、さらに第 2 触角が

青色である点などの形態的特徴は、北嶋ら（2014）に

よる本種の記載とよく一致していた。以上の形態的所

見に基づきイソヨコバサミ C. virescen と同定した

本種は国外ではアフリカ東岸からインドネシア、タイ、

台湾、韓国、フィジーにかけて分布が報告されており、

国内においては房総半島から九州および琉球列島に

至る広い範囲から記録されている（奥野ら, 2021; 大澤, 

2022）。また、本州日本海側である富山県（国立科学

博物館標本データベース、2025年12月14日閲覧）、

石川県（能登半島九十九湾の海産動物リスト）、島根

県および鳥取県（大澤, 2022）に加え、隠岐諸島島後

（豊田ら, 2025b）からの記録が知られている。

備備考考

既報のとおり、石川県鳳珠郡能登町の九十九湾か

らイソヨコバサミは記録されていたが、2023年に著者ら

が実施した能登半島沿岸のヤドカリ類調査で得た2科

5 属 9 種に本種が含まれていないことから（豊田ら,

2025a）、本種の個体群サイズは小さい可能性が推察

された。実際に、2025 年 10 月 29 日に石川県羽咋郡

志賀町の弁天島のタイドプールにてシールド長が 2.0 

mm前後のイソヨコバサミ約10個体がホンヤドカリおよ

びユビナガホンヤドカリ約1000匹に混じって見つかっ

ている（Fig. 1i, 私信：明林永二）。しかし、本研究で得

られた 5 個体の中にはシールド長が 6.0 mm を超える

大型個体も含まれていたことから、2024 年以降に急速

に能登半島の内浦側と外浦側に定着している可能性

が示唆された。さらにイソヨコバサミに寄生する 3 種の

エビヤドリムシ科等脚類として、宿主の鰓室寄生性の

Pseudioninae亜科であるユガミエラヤドリAsymmetrione 

asymmetrica 、 ヤ ド カ リ ノ エ ラ ヤ ド リ Eremitione 

clibanaricola、そして腹部寄生性のヤドカリノハラヤド

リ亜科 Athelginae である Pseudostegias setoensis が知

られており（SHIINO, 1933）、島根県隠岐の島町のイソヨ

コバサミからユガミエラヤドリとヤドカリノエラヤドリの 2

種は報告されている（豊田ら, 2025a）。今後の継続した

調査により、能登半島における本種の分布域や個体

群サイズ、さらには本種を宿主とするエビヤドリムシ類

の出現動態の変遷を注視していく必要性がある。
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